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名古屋造形大学成績評定平均値に関する規程 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、名古屋造形大学（以下「本学」という）における成績評定平均値（グレード

ポイントアベレージ、以下「ＧＰＡ」という）を算定する制度を定めることにより、学生の学習

意欲を高めるとともに、適切な学修指導に資することを目的とする。  

 （定義） 

第２条 この規程において「ＧＰＡ」とは、各授業科目の５段階の成績評価に対応して４～０の評

点（グレードポイント、以下「ＧＰ」という）を付与して算出する１単位当たりの評定平均値を

いう。 

 （対象授業科目） 

第３条 ＧＰＡの算出の対象授業科目は、５段階評価を受けた授業科目とする。ただし、本学以外

で修得した授業科目又は入学前に修得した授業科目は、ＧＰＡの算出の対象授業科目としない。 

 （配点） 

第４条 評価された成績の段階ごとに、次に掲げるＧＰを配点する。 

評語 評価 GP 判定 内容 

Ｓ 90～100 ４ 合格 （特優）特に優秀な成績 

Ａ 80～ 89 ３ 合格 （優）優れた成績 

Ｂ 70～ 79 ２ 合格 （良）良好な成績 

Ｃ 60～ 69 １ 合格 （可）合格と認められる成績 

Ｄ 0～ 59 ０ 不合格 （不可）不合格 

欠 欠席過多 ０ 不合格 出席回数が授業実施回数の３分の２に満たない場合 

未 未受験 ０ 不合格 定期試験の未受験、レポートの未提出の場合 

Ｍ 無効 ０ 無効 不正行為を行った場合 

認 認定科目 － 
認定 

（合格） 

（認定）編入等により他大学等で修得した科目を本学

の単位として認定した場合 

 

 （ＧＰＡの種類及び計算方法） 

第５条 ＧＰＡは、次の各号に区分し、当該各号に定める方法により計算する。この場合において、

計算値は、小数点以下第３位以下を切り捨て、小数点以下第２位まで表記する。 

（1）年度ごとＧＰＡ 

    年度の、一授業科目の成績評価で得たＧＰに、当該一授業科目の単位数を乗じる計算を、

当該年度に成績評価を受けた授業科目分行い、その合計を、当該年度に成績評価を受けた授

業科目の単位数の合計で除して算出する。 

（2）通算ＧＰＡ 

    入学時からの現在の学年までの、一授業科目の成績評価で得たＧＰに、当該一授業科目の

単位数を乗じる計算を、入学時からの現在の学年までに成績評価を受けた授業科目分行い、

その合計を、入学時からの現在の学年までに成績評価を受けた授業科目の単位数の合計で除

して算出する。 
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 （ＧＰＡ計算期日） 

第６条 ＧＰＡの計算は、年度ごとに学長が指定した期日（以下「ＧＰＡ計算期日」という。）まで

に確定した成績に基づいて行う。 

 （成績が確定していない科目の取扱い） 

第７条 成績の保留又は追試験等によってＧＰＡ計算期日までに成績が確定していない科目につい

ては、計算上は履修していないものとして扱う。 

 （履修放棄科目の取扱い） 

第８条 ＧＰＡ算定対象科目について、履修登録をした授業科目であっても受講目的が達成されな

いなどの理由から、別に定める履修取消期間内に限り、履修の登録を取り消すことができるもの

とする。 

２ 履修取消期間内に取り消し手続きを行わない場合は、履修登録科目のすべてが成績評価並びに

ＧＰＡ算定の対象となり、履修を放棄した授業科目は不合格となる。 

３ 第１項の規定にかかわらず、病気、事故等やむを得ない事情による場合、学務部長は教務部会

の議を経て、履修の取り消し又はＧＰＡ算出の対象科目から除外する措置を取ることができる。 

 （不正行為により無効とされた成績の取扱い等） 

第９条 当該年度のＧＰＡ計算期日以降に当該年度の成績が不正行為により失格とされた場合は、

当該年度のＧＰＡ計算期日までに当該成績が無効となったものとみなし、年度ごとＧＰＡを再計

算するものとする。 

（ＧＰＡの表示） 

第 10 条 ＧＰＡの表示は、成績証明書に通算ＧＰＡを表示する。 

 （成績評価基準の平準化） 

第 11 条 学務部長は、ＧＰＡに基づき、必要があると認めた場合には、授業科目間の成績評価基準

の平準化を行うものとする。 

 （退学勧告基準） 

第 12 条 年度ごとＧＰＡが 0.5未満の場合において、面談や修学指導を行った結果、次期の年度ご

とＧＰＡに全く改善が認められない場合は、学修改善に向けた意欲が見当たらないと判断し、退

学勧告を行う。 

第 13 条 事務部は、本学の組織が教育活動の改善のために行う調査研究に必要なＧＰＡのデータを、

運営委員会、教務部会等会議の承認を得て、当該組織に提供することができる。 

（改廃） 

第 14 条 この規程の改廃は、学長が行う。 

 

   附 則 

この規程は平成28年度４月１日からこれを施行し、平成28年度入学生より適用する。ただし、２

年次編入の場合は平成29年度入学生より、３年次編入の場合は平成30年度入学生より適用する。ま

た、平成27年度以前入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規定は、2021年4月1日から施行する。 
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   附 則 

この規定は、2021年10月16日から施行する。 


